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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公開番号】特開2017-126757(P2017-126757A)
【公開日】平成29年7月20日(2017.7.20)
【年通号数】公開・登録公報2017-027
【出願番号】特願2017-18435(P2017-18435)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/055    (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/07     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  15/03     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ    1/055    １７０　
   Ｃ２２Ｃ   19/07     　　　Ｅ
   Ｈ０２Ｋ   15/03     　　　Ａ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６２１　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６２８　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６６０Ｄ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６８７　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９１Ｃ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９２Ａ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９２Ｂ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成式：ＲpＦｅqＭrＣｕsＣｏ100-p-q-r-s

（式中、Ｒは希土類元素から選ばれる少なくとも１種の元素、ＭはＺｒ、Ｔｉ及びＨｆか
ら選ばれる少なくとも１種の元素であって、Ｍ元素は少なくともＺｒを含み、ｐ、ｑ、ｒ
及びｓはそれぞれ原子％で、８．０≦ｐ≦１３．５、２５≦ｑ≦４０、０．８８≦ｒ≦７
．２、３．５≦ｓ≦１３．５を満足する数である）
　で表され、
　Ｔｈ2Ｚｎ17型結晶相を有するセル相と、前記セル相を取り囲むように存在するセル壁
相と、前記Ｔｈ2Ｚｎ17型結晶相のｃ面に沿って存在するプレートレット相により構成さ
れる金属組織を具備する永久磁石であって、
　保磁力が６５０ｋＡ／ｍ以上であると共に、最大磁気エネルギー積（（ＢＨ）ｍａｘ）
が１９５ｋＪ／ｍ３以上である、永久磁石。
【請求項２】
　前記プレートレット相の平均厚さが２．５ｎｍ以上２０ｎｍ以下の範囲である、請求項
１に記載の永久磁石。



(2) JP 2017-126757 A5 2017.11.24

【請求項３】
　前記プレートレット相の平均厚さが３ｎｍ以上１５ｎｍ以下の範囲である、請求項１に
記載の永久磁石。
【請求項４】
　前記プレートレット相の前記Ｍ元素の濃度は、前記セル相の前記Ｍ元素の濃度の１．２
倍以上である、請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の永久磁石。
【請求項５】
　前記組成式における前記Ｒ元素の５０原子％以上がＳｍである、請求項１ないし請求項
４のいずれか１項に記載の永久磁石。
【請求項６】
　前記組成式における前記Ｍ元素の５０原子％以上がＺｒである、請求項１ないし請求項
５のいずれか１項に記載の永久磁石。
【請求項７】
　前記組成式におけるＣｏの２０原子％以下が、Ｎｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ａｌ、Ｇａ、Ｎ
ｂ、Ｔａ及びＷから選ばれる少なくとも１種の元素Ａで置換されている、請求項１ないし
請求項６のいずれか１項に記載の永久磁石。
【請求項８】
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の永久磁石を具備するモータ。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の永久磁石を具備する発電機。
【請求項１０】
　請求項８に記載のモータ又は請求項９に記載の発電機を具備する車。
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